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ハロウィンの飾りつけを行いました。
ハロウィンについてのお話をして、ご入居者の方も記念撮影を行い、
少しでもハロウィンの気分を味わっていただけたと思います。
皆様これからもお元気で楽しくお過ごしください



日常のひとこま

階 フロアでは、１０月３０日に運動会を開催しました。
紅白に別れ利用者さん同士、協力しあい玉入れ、風船リレーを真剣
な眼差しで「それ！それ！」と声を出し行っていました。職員も一
緒に楽しく、白熱した時間となりました。
日常ではユニットにてカルタを行った際には、真剣に探す姿、素早
い動きで札を取る姿がみられました。今後も皆さんに楽しんでもら
える時間を提供したいとお思います。

階 お楽しみ会 ～ハロウィン企画～

秋も深まった某日。1階では何やらワイワイ、ガヤガヤ
楽しむ声が聞こえてきた。
この日から遡ること１か月前、利用者様と職員が紙を
ちぎっている姿があった。
その紙がたくさん出来たこの日、壁に貼った木に
みんなでぺたぺたと。なんと紅葉が見頃となりました。
そのあとはみんなでマシュマロのお菓子を食べました

11月1日付で特別養護老人ホーム「こぶし」に異動してきました
岩崎宏一郎です。

階 の機能訓練指導員として働いています。

41cmの上腕二頭筋を活かして、機能訓練や
生活の場で、皆さんと楽しく元気に関わって
いきたいです。
理学療法士として皆さんの健康を支えられる
よう精一杯頑張ります！
身体の悩みなど気軽に相談してください。

出身地 江別市
趣味 筋トレ、運動、アウトドア全般
好きな食べ物 鶏胸肉



避難訓練・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

10月27日 特別養護老人ホームこぶしの入所者様や職員が参加しました訓練は、夜間に
３階居室からの出火を想定し、職員が初期消火とご入所様を手引き歩行や車いすに乗って
いただき避難を行いました。今後も様々な状況を想定した訓練を通じて火災予防に努めて
まいります。

誕生日会・・・・・・・・・・・・・・・・・・

華道クラブ・・・・・

花器一つに対し活けるお花は
５～６本です。みなさま
バランスを考え楽しそうに
活けております。

新入居者様ご紹介・・・・・・

10月生まれ
伊藤 明美様 64歳 舛屋 シナ様 84歳 市谷十三男様 88歳 大家 静子様 97歳
高尾 常雄様 79歳 木津 一夫様 76歳 菊池 喜助様 94歳 菊池ミヱ子様 95様
畠中 博様 90歳 小林 妙子様 86歳 北野 正信様 84歳 後藤 昌弘様 82歳
篠原 靖子様 80歳

11月生まれ
池内 トヨ様 94歳 太田ミナ子様 82歳 大村由紀子様 83歳 籠島 澄子様 91歳
斎藤 桂子様 80歳 田口 君代様 90歳 橋本 久子様 87歳 松浦 君様 91歳
道下 清子様 86歳 宮川 圭司様 66歳 森 福次様 90歳 我妻佳緒里様 63歳

お誕生日おめでとうございます

これから、よろしくお願いいたします



広報誌「こぶしだより」に関するご意見・ご要望・写真掲載によるプライバシーなどのお問い合わせにつ
きましては「こぶし」までご連絡ください

社会福祉法人クピド・フェア
特別養護老人ホーム「こぶし」

〒 068-0833 岩見沢市志文町301番地
☎ 0126（23）1115

https://www.cupid.or.jp/

「こぶしだより」はＰＣ・スマホからも
ご覧いただけます！

クピド・フェア公式ホームページ

面会の緩和と年末年始についてのお知らせ

新型コロナウイルス感染症も5類引き下げとなり
約半年が経ちました。ご家族様には引き続きご理
解とご協力をお願いしつつ、面会を令和6年1月4
日以降、一部緩和させていただくことになりまし
た。
また、年末年始の面会・差し入れにつきましても
面会休止、または面会・差し入れとも休止がござ
います。詳しくは先月お送りしておりますお知ら
せをご確認ください。
ご不便をおかけしますが、ご不明な点がございま
したらご連絡をくださいますようにお願い申し上
げます。

編集後記・・・・・・・・・・・・・・・・

2023年も残すところあとわずかとなりました。
平素より当法人の運営につきまして、ご理解、ご支
援をいただき厚くお礼申し上げます。
来年は新型コロナウィルスが終息することを切に願
い、更にサービスの質の向上に取り組んでまいりま
すとともに皆様のご健康をお祈り申し上げます。
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こ
ぶ
し
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な
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し
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０
年
間
ひ
と
り
で
母
を
介
護
を
し
て
い
ま
し
た
。
父
が
病
気
に
な
り
私
の
家
に

き
て
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
、
こ
ぶ
し
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
何
と
か
助
け
て
い
た
だ
い

て
生
活
し
て
い
ま
し
た
。 

恵
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病
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な
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こ
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な
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、
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く
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今
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本
当
に
お
世
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に
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り
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し
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あ
り
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と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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